
（特非）　スノーパーク小出

多世代で里山を守ろう！～体験で触れる身
近な自然保護の環境づくり～

テーマ別企画参加者数 44 人
20～ 40代の
参加者比率 8 割

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 80 ％
 新潟県魚沼市 知識の提供・普及啓発

はじめる助成

1年目
活動地域

活動内容と成果
公園と里山が隣接したエリアで「自然物を活用したも
のづくりワークショップ」と「自然調査」を2本立てに
した定期的な企画を実施し、若い世代の方が繰り返し
足を運び、自然を楽しみながら学ぶ時間を作った。
カメラマンに活動記録を依頼し、「映える」活動写真を
活用して活動をSNS等でPRした。参加者は20～ 40
代が8割を占め、そのうち3割は2回以上参加したリ
ピーターとなったことから、定期的に足を運ぶきっか
けづくりができた。また、活動の中で植物を探したり
触れたりする中で、参加者に新たな気づきがあったと
考えている。課　題

地域の若い世代が身近な自然へ関心を持たないこ
と、持つきっかけがないこと、また身近な自然を維持
しながら、地域の環境教育の拠点として活用し、伝え
ていける人材の不足。

目　標
参加者が上記課題を理解すること、また身近な自然
への保全活動に関心を持ち、できることを考える
きっかけを作ること。

〒946-0043
新潟県魚沼市青島1609
電話：025-792-5320
E-mail：info@sp-koide.org
HP：www.sp-koide.org

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
今まで繋がりのない講師を呼び、初
対面の方と内容に合わせて下見を行
い、実施したことのない企画を形に
するのは苦労した。

■工夫した点
ものづくりの奥深い作業を短い時間
枠に落とし込み、その中で身近な自
然物に触れる機会を作り、まただれ
でもできる形に企画した。

より専門的な自然への知識に触れることや、参加者自身に役割を持ってもらうこと
で、より主体的に動ける環境づくり、仲間づくりを行う。また、身近な自然の中にあ
る価値や魅力を発信する場を設け、支援者を増やす。

今後の
展望

こいでのたから★みっけ隊～草木染め体験～こいでのたから★みっけ隊～草木染め体験～

フィールドでの植物調査の実施フィールドでの植物調査の実施

（特非）　ななしんぼ

郡上市明宝地区における
森の恵みの有効活用

講座、ワークショップ
の開催回数 14 回
販売会及び展示会の
商品販売数 146 点

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 40 ％
 岐阜県郡上市 実　践

つづける助成

1年目
活動地域

活動内容と成果
〈「森と命のつながり」を伝える活動〉
● つくり手と協力しながら、農林産物及び野生鹿の皮
やツノ等を使った商品を37点試作。ワークショップ
や講座を14回実施
● 子ども向け藁細工ワークショップを実施
● 耕作放棄地の田んぼで稲を栽培し、その稲を利用し
てしめ縄ワークショップを実施

〈地域内サプライチェーンの確立〉
● 野生鹿の皮の加工から販売までの流れ、役割を整理
● 展示会を開催し、各つくり手の商品の適正価格やど
のようなPRをしていけば効果的かを検証し、材料の
確保など地域内の団体と連携しながら準備を行った課　題

野生獣の食害への対策として獣害駆除された鹿がその
まま破棄されている現状や、野生獣と居住区との緩衝
地となる林地や里山環境を維持する人手の不足などの
問題がある。

目　標
獣害駆除された鹿のツノや皮、農林産物を活用した商
品開発やワークショップを通し、命を学ぶ機会をつく
り、身近な里山とのつながりを回復させた小さな経済
循環を目指す。

〒501-4307
岐阜県郡上市明宝二間手361番地
電話：0575-87-3799
HP：http://nanashinbo.com/

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
鹿ツノや稲穂つきの稾等材料の入手
に苦労した。現在の田んぼは、収穫
時に藁を粉砕するため、自分たちで
ハサ掛けをするなど工夫した。

■工夫した点
鹿革や森の素材を使った展示会を行
うことで、地域内のつくり手をつな
げ、自然素材を使ったものづくりへ
の関心の輪を広げた。

里山への関心を喚起するワークショップや講座を実施しながら、環境を守り、地域経済
に小さな循環を生む地域内サプライチェーンの確立を目指す。そのために、各団体と連
携して商品開発や販売、仕組みづくりを行う。

今後の
展望

子ども向け藁細工ワークショップの様子子ども向け藁細工ワークショップの様子

鹿革と間伐材を利用したバイン鹿革と間伐材を利用したバイン
ダーづくりダーづくり
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